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元 郷 湯

東京と隣接し水運に恵まれていたこの

地域は、昔からものづくりが盛んな街

として発展を遂げてきました。

川口のシンボル「キューポラ」の煙突

が並んだ鋳物の街は、今では工場が少

なくなり、跡地にはタワーマンション

が建ち並ぶ風景へと変化しました。

しかしながらこのエリアは日光御成道

の「川口宿」の場所でもあり、文化財、

歴史のある寺社や、昔の面影を残す商

店街が今だ残り、懐かしさと新しさが

共存した多様性のある街になりつつあ

ります。

ひらやなぎくらんど

ものづくりと歴史と多様性

川
口
元
郷

88Ｍ 埼玉高速鉄道
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1 日乗り放題！
で

お得なきっぷ

得

１日フリー切符をご利用ください
（土日・祝のみ発売）

お問い合わせは・・・

9：00 ～ 17：45（土休日・年末年始を除く）

埼玉スタジアム線
東京メトロ南北線
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園

平柳蔵人は室町後期にこの
地域を治めていた岩槻方の
武将です。永禄 7年、鴻之
台の合戦に岩槻方の武将と
して参戦し討死を遂げまし
た。「南平」という名称は
南平柳の略で平柳蔵人から
きています。

南平の
由来 平柳蔵人

平安時代に大宮の氷川
神社から分祠し、往古
より崇拝を集めている
川口市の総鎮守。八代
将軍吉宗が行った見沼
開発の際、工事成功祈
願が成就して奉納され
た神鏡は現在、市指定
文化財となっています。

川口神社

OMAIRI

ルネッサンス様式の流
れをくむ大正時代の本
格的洋風住宅。
麦味噌醸造と材木商を
営んで繁栄した田中家
の4代目、徳兵衞が迎
賓施設として建設しま
した。国の重要文化財
に指定されています。

旧田中家住宅

歴史的建造物

元郷氷川神社 御朱印

室町時代後期に当地を
治めていた武将、平柳
蔵人が武蔵國一宮氷川
神社を観請し建立され
た神社です。
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気さくな出会いとワクワク探検

　つの駅で　　んな散策

いつもの街で発見

　
お
気
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７つの駅のまちマップ

FREE
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